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課程音楽学専攻留学等を経て，平成 4 年 4 月大阪大


















































CITRIS（Center for Information Technology Research 
in the Interest of Society）や Berkeley Center for 
中学生向けゼミ体験講座「ジュニアキャンパス２００９」を開催
















































































































































































































　（実施日）12月 2 日（水）， 4 日（金）， 7 日（月）， 8 日（火）
なお， 1 ～ 3 月は，無料法律相談はありません。












































５．参  加  費：無料
６．申　　　込：不要，先着順






































































す。また KUINS の端末もあり，学内と同様に LAN を使うことができます。とは言っても，回線は未だ
に ISDN です。電子メールは大丈夫ですが，画像の多いホームページはちょっと苦しいです。現在，隣の
集落まで ADSL が来ているので，早くここまで
来ないかなと首を長くして待っているところです。
観察所を利用しているのは大学院生が多く，数
週間から数ヶ月間滞在して調査をしている方もか
なりいます。その間，同世代の大学院生や，他の
研究者と生活を共にする訳ですが，これも貴重な
経験です。対象種や研究テーマの異なる様々な研
究者と知り合えるというのもフィールド調査の喜
びです。
観察所の歴史
屋久島観察所の歴史は，野生ニホンザル研究の歴史と大きく重なります。1970年代半ばから，屋久島で
野生ニホンザル研究が始まりました。1980年代に入って，屋久島でニホンザルを研究する大学院生も増え，
調査のための生活基盤も徐々に整備されてきました。最初は，民家を貸してもらったり，あるいはキャン
ピングカーを庭先に置かせてもらってそこで生活したりしていたそうです。その後，有志で12畳ほどの小
さな木造の小屋を建て，やっと自分たちの研究拠点ができました。このような諸先輩方の努力が，現在の
観察所につながっています。
現在の観察所は，1988（昭和63）年に霊長類研究所の施設として建設されました。2008（平成20）年に野生
足下にひょっこり現れたコイタチ観察所前の浜に産卵に来たウミガメ
ステーション内でのミーティング（フィールド科学実習）
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動物研究センターに移管され，現在に至っています。この間，大学院生を中心に，数多くの研究者が利用
してきました。初期にはニホンザルの研究者が多かったのですが，現在では，対象種も多様になってきま
した。研究手法も多様になり，最近は，動物や植物を山で観察するだけでなく，サンプルを収集して分析
したり，実験をしたりする人も増えてきました。
教育へのかかわり
研究者の個別の教育活動は，屋久島で調査が始まった当初からいろいろと行われてきています。京都大
学としての取り組みは，2003（平成15）年からの屋久島フィールドワーク講座が挙げられます。京都大学21
世紀 COE「生物多様性の統合のための拠点形成」と上屋久町（現在の屋久島町）との共催でこの講座を行い
ました。全国から大学生約20名を募り， 5 つのコースに分かれ，それぞれ異なるテーマでフィールドワー
クを経験しました。この講座は，単なる自然観察会ではなく，参加者自身が自分の目で見，手足を動かし
て調査をすることで，フィールドワークの基礎を学ぶことを目的としています。そのため，コースによっ
てはかなりハードな調査も行いました。それでも参加者や講師の意欲が非常に高く，最終日にはレベルの
高い研究発表がされ，熱心な質疑応答が行われてきました。
2008（平成20）年からはこの講座を継承する形で，京都
大学グローバル COE プログラム「生物の多様性と進化研
究のための拠点形成－ゲノムから生態系まで」による屋久
島フィールド科学実習が行われています。こちらも非常
に人気があり，大学院生が熱心にフィールドワークに取
り組んでいます。
このような教育活動が可能であるのは，なんと言って
も屋久島の自然がすばらしいことにあります。そして，こ
の自然のすばらしさに惹かれて，多くの研究者が集い，熱
意のあふれる学生がやってくることで成り立っています。
これからもこの屋久島の良さを生かして，研究や教育の
お手伝いができればと思っています。
所在地
〒891－4201　鹿児島県熊毛郡屋久島町永田浜の上
施設利用に関しては，野生動物研究センターのホームページをご覧ください。
http://www.wrc.kyoto-u.ac.jp/cooperative.html （共同利用のページ）
アクセス
・鹿児島空港－屋久島空港（３５分），屋久島空港から約３０km（自動車で４５分，バスで５６分）
・ 鹿児島港－宮乃浦港（高速船で１時間５０分，フェリーで３時間５５分），宮乃浦港から約２０km（自動車で３０分，
バスで３５分）
鳥の観察（フィールド科学実習）
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
